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山古志地域追悼式 
中越大震災から 11年を迎えた 10.23山古志体育館において追悼式が行われました。 

地震発生時刻の午後５時 56 分、参列者 350 人が希望の鐘を合図に黙とう。全国から寄せられた多く

の支援に対する感謝の気持ちを込めて山古志小・中学校の児童・生徒と一緒に「ありがとう」、「しあわ

せ運べるように」を合唱しました。その後、復興への願いを込めたバルーンリリースが行われ追悼式を

締めくくりました。 

 

 



(2) 山古志支所だより 2015年 10月特別号 （第 132号） 

 

山 古 志 地 域 追 悼 式  

   

 

▲復興への願いを込めたバルーンリリース 

▲午後５時 56分、希望の鐘を合図に黙とうがささげ
られました。 

▲震災当時の人口と同じ 2200本の『復興の灯り』 

▲追悼式前には震災 11年を振り返る「復興への軌跡」が上
映されました。 

▲小・中学生による「ありがとう」、「しあわせ運べるよ
うに」の合唱 
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ありがとう広場（10 月 23 日） 

  

震災・復興関連イベント  

牛の角突き 新市合併 10 周年記念大会（10 月 25 日） 

  山古志闘牛会主催の牛の角突きが開催されました。今年の角突きは新市合併 10周年記念大会として開催。

開催日には各地域からの出店や観光ＰＲが行われています。この日は中之島地域からの出店があり、餅加 

工品等の販売が行われました。 

取組みでは、山古志地域の「小太郎号」も登場。和島地域の「良寛号」と対戦し、会場を盛り上げていま

した。中でもこの日一番の盛り上がりを見せたのは、今年８月に亡くなった松井治二さんが大切にしていた

木篭の「繁蔵号」と虫亀の「三太夫号」の取組みでした。この日は、牛の角突き発展に尽力された松井治二

会長の追悼式も併せて行われ、取組み前に全員で黙とうをささげご冥福をお祈りしました。 

▲黙とうの様子 ▲繁蔵号と三太夫号の取組み 

錦鯉展示水槽鯉入れ式（10 月 23 日） 

  

 震災から復興に取り組む中でいただいた様々な支援に対する感謝の気持ちを伝えるためのイベント「あり

がとう広場」が開催され、新米や採れたて新鮮野菜、つきたて餅の販売等が行われました。 

 

 山古志地域を訪れた皆さまに、いつでも間近に「市の魚」錦鯉をご覧いただけるように復興交流館おらた

るの玄関フロアに展示水槽を設置しました。当日は、関係者や地域住民が集まり「鯉入れ式」が行われ、錦

鯉８匹が放たれました。おらたるでは、いつでも間近に山古志復興の象徴である錦鯉をご覧いただくことが

できますので、ぜひ地域の皆さまからも観賞していただきたいと思います。 
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 やまこし復興交流館おらたるで「東京フィルコミ

ュニティコンサート」が開催され、会場に集まった

90人は一流アーティストの演奏を楽しみました。 

 このコンサートは、市と東京フィルハーモニー交

響楽団が事業提携したことから実現したものです。 

 コンサートでは、楽団員約 140人の中から選抜さ

れた弦楽器奏者８人が組曲「惑星」より木星（ジュ

ピター）、「花は咲く」など７曲を演奏。 

鑑賞した小学生からは「貴重な演奏を間近で聴く

ことができて感激した。」との声が聞かれました。 

震災・復興関連イベント

の お 知 ら せ 

   

 

合併 10 周年記念・震災復興祈念コンサート（10 月 26 日） 

長岡市錦鯉品評会結果（10 月 25 日） 
 

第 62 回長岡市錦鯉品評会 新市合併 10 周年記念大会（10 月 25 日） 

長岡市錦鯉品評会結果（10 月 25 日） 
 

 長岡市錦鯉養殖組合主催の錦鯉品評会が復興交流館おらたる前駐車場で行われ、市内で生産された錦鯉が

その美しさを競いました。全体総合優勝はマレーシア人オーナー ダトー・リーさん（生産者：野上養鯉場）

でした。会場には国内外の愛好家のほか外国人バイヤーも訪れ、優雅に泳ぐ「市の魚」錦鯉の美しさに見入

っていました。 

品評会の主な結果は以下のとおりです。（総出品数 441点） 

賞 名 品種等 受賞者（生産者） 地区 

全体総合優勝 第 75 超部 紅白 Dato Lee （野上養鯉場） マレーシア 

若鯉総合優勝 第 45 部 大正三色 草間 幸満 種苧原 

海外出品者最優秀賞 第 65 部 紅白 Richard Bonnici kind（五十嵐養鯉場） マルタ共和国 

桜大賞（成魚賞） 第 75 部 銀鱗昭和 宮寅養鯉場 川 口 

桜大賞（幼魚賞） 第 45 部 五色 Koinet（山長養鯉場） ドイツ 

オスの部総合優勝  オス 65 超部 紅白 長島養鯉場 虫 亀 

立鯉成魚賞 第 75 超部 紅白 丸堂養鯉場 長 岡 

立鯉幼魚賞 第 45 部 紅白 五十嵐養鯉場 虫 亀 

海外出品者特別賞  

第 65 部 丹頂昭和 Chien Lee（小田養鯉場） アメリカ 

第 55 部 紅白 Ben Moore（新太郎養鯉場） イギリス 

オス 65 部 孔雀 VAN KEULEN（弥源治養鯉場） オランダ 

第 65 部 紅白 Himitsu（錦鯉の丸星） オランダ 

第 15 部優勝 昭和 NIRWANA KOI CENTER（弥五郎養鯉場） インドネシア 

第 25 部優勝 ドイツ昭和 川上 幸治 東竹沢 

第 35 部優勝 大正三色 NIRWANA KOI CENTER（坂牧養鯉場） インドネシア 

第 45 部優勝 五色 かんの養鯉場 虫 亀 

第 55 部優勝 大正三色 徐裕康（丸堂養鯉場） 中 国 

第 65 部優勝 紅白 野上養鯉場 長 岡 

第 75 部優勝 紅白 クォリティーニシキゴイ（新太郎養鯉場） イギリス 

第 75 超部優勝 大正三色 Dato Lee（丸庄養鯉園） マレーシア 

セルビア大使賞 第 65 部 金輝黒龍 Paul Coetzee（越路養鯉場） 南アフリカ 
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問合せ：地域振興課 地域振興・防災係（59-2328） 


